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人は、

世界を見てから感じているのではない。

触れるよりも先に、

すでに何かを受け取ってしまっている。



感受は、

繊細さでも、

感情の強さでもない。

傷つきやすさや、

気にしやすさと混同されることもあるが、

それは結果にすぎない。

感受とは、

世界がどれほど内側を通過してしまうかという、

構造の話である。



内側の密度が高いと、

世界は浅く留まらない。

けれど、

遮蔽が少ないと、

その密度はそのまま透過してしまう。

ため込まれず、

加工されず、

そのまま内側を通り抜けていく。

感受密度と透過性は、

同時に成立する条件である。



だから、

透明でありながら、

浅くならない。

深いのに、

重くならない。

透明感と深度は、

相反するものではなく、

同じ条件から生まれている。

世界を遮らない内側は、

そのまま深さを抱え込む。



感じすぎているのではない。

ただ、

世界がそのまま通ってしまっているだけ。
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